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高耐候低汚染弱溶剤形フッ素樹脂クリヤー塗料



日本で唯一の
航空機用塗料メーカー
そのノウハウを、あなたの住まいに。
自然界で最も過酷な紫外線量を受ける上空高度1万mを飛ぶ航空機は、

－50℃の世界を時速900㎞で飛行します。

強い紫外線や急激な温度変化、

激しい風圧といった厳しい環境に耐え、

空中の微細なチリからも

機体を保護しなければならない特殊な塗料が航空機用塗料です。

その航空機用塗料の性能と機能で、

あなたの住まいを守ります。

高度1万mは、
地上に比べて
1.5～2倍の
紫外線量。

高度1万mの
紫外線に耐える

航空機用塗料の性能が
住まいを守ります。

お肌のトラブルの
要因として

挙げられる紫外線。 
常に太陽光を浴びる
建物も例外では
ありません。



航空機用塗料の技術を応用。
あなたの住まいを守ります。

「シルビアUVカットフッ素クリヤー」の特長

シルビアUVカット
フッ素クリヤー

耐候性
●フッ素樹脂
●UV吸収性能
●光酸化抑制効果
●塗膜熱劣化抑制効果　

低汚染性
●塗膜表面技術
●塗膜緻密性

防かび・防藻

変色
防止

●UV吸収性能

環境
配慮

●防かび・防藻●鉛・クロム不使用



住まいの意匠性を残したまま美観を復元します。

住まいを長持ちさせるために──。

築10年以内での塗り替えがポイントです。

汚れや退色の跡が酷くなる
前の築10年以内でのメンテ
ナンスが、美観を守り長持
ちさせるポイント！

ライフサイクルコストを考えたら、耐候性に優れたフッ素樹脂塗料。
一般的な期待耐用年数は、ウレタン樹脂は5～7年、
シリコン樹脂が8～10年、フッ素樹脂は10～15年を
目安としています。この耐用年数が長いものほど高
価になります。
当社は、航空機用塗料のノウハウを生かした最上級
グレード「シルビアUVカットフッ素クリヤー」をご提
案します。

※期待耐用年数は次回塗り替えまでの推奨年数（目安）です。
ただし、塗膜は雨風により表層から少しずつ風化し、初期の
光沢は徐々に低下していきます。

耐候性 優れる

コ
ス
ト

高

低

築10年の外壁。紫外線や雨水、粉塵などの汚れに
より塗膜層にダメージ。光沢がなくなり、汚れも
目立ち美観が悪くなります。

「シルビアUVカットフッ素クリヤー」で塗装後の外
壁。光沢を復元し、紫外線をカット。低汚染性と高
耐久性で、美観を長持ちさせます。

施工前 施工後

新築 5年 10年 15年

ウレタン
樹脂塗料
（5～7年）

シリコン
樹脂塗料
（8～10年）

フッ素
樹脂塗料
（10～15年）

塗料のグレード
（　）内は期待耐用年数。

ここが
塗り替え
ポイント!!

★
シルビアUVカット
フッ素クリヤー



塗装前事前確認
①サイディングボードの種類の確認
　種類により付着性が劣ることがありますので、事前に確認し
てください。
②吸い込みムラ
　事前施工や試験施工や水散布を行い、吸い込みムラや仕上り
性の確認を行ってください。大きな吸い込みムラが見られる
場合は、塗装を避けてください。
③既存塗膜の付着性の確認
サイディングボード基材表面にセロハンテープを貼り、勢いよ
く剥がしてください。サイディングボードの表面塗膜が著しく
剥離する場合は、塗装を行わないでください。また、その際、
「JIS K 5600-8-6白亜化の等級」にて塗膜の白亜化を確認

標準塗装仕様

適用
●高意匠性（多彩模様）
　サイディングボードの改修
※１：光触媒や親水性タイプの表面コーティング、 
無機系コーティング、フッ素樹脂クリヤーが塗
装されているサイディングには適用できません。 

※２：金属サイディングには適用できません。

荷姿

してください。白亜化等級３以上は施工不可です。

④試験施工　
　事前にシルビアUVカットフッ素クリヤーの試験塗装を行い、
仕上りや付着性の確認を行ってください。

●シルビアUVカットフッ素クリヤー ※艶あり
16㎏セット（Ａ液：14㎏  Ｂ液：2㎏）
4㎏セット（Ａ液：3.5㎏ Ｂ液：0.5㎏）

16㎏セット（Ａ液：14㎏  Ｂ液：2㎏）
4㎏セット（Ａ液：3.5㎏ Ｂ液：0.5㎏）●シルビアUVカットフッ素クリヤー3分艶

艶あり仕上げ

6時間以内

工程 材料の調合 施工方法 施工間隔
（23℃）

使用量
(kg/㎡)

可使時間
（23℃）

素地調整

上塗り

上塗り

●刷毛
●ローラー
●スプレー※

0.11～0.13
2時間以上
72時間以内

…………………14㎏
……………………2㎏

…………………………………0～0.5㎏

●シルビアUVカットフッ素クリヤー  A液
●　　　　〃　　　　　〃　　　　　B液
●NT塗料用シンナーA

6時間以内
●刷毛
●ローラー
●スプレー※

0.11～0.13
養生

24時間以上

…………………14㎏
……………………2㎏

…………………………………0～0.5㎏

●シルビアUVカットフッ素クリヤー  A液
●　　　　〃　　　　　〃　　　　　B液
●NT塗料用シンナーA

※シルビアUVカットフッ素クリヤーの希釈は、スプレーの場合0～1㎏としてください。

●表面のゴミ、ホコリ、コケ、チョーキングなどは、15MPa程度の高圧水洗浄や水拭きなどで、ムラなく均一に洗浄してください。
●下地補修工事が必要な場合は、塗装工事前に行ってください。特にエポキシ樹脂系注入材を用いる場合は注入材の汚れが変色
の要因となるため、溶剤などを用い完全に除去してください。

●エフロレッセンスはワイヤーブラシ、スクレーパーなどで削り落とし除去してください。
●洗浄後は充分に乾燥させてください。

3分艶仕上げ

6時間以内

工程 材料の調合 施工方法 施工間隔
（23℃）

使用量
(kg/㎡)

可使時間
（23℃）

素地調整

上塗り

上塗り

●刷毛
●ローラー
●スプレー※

0.11～0.13
2時間以上
72時間以内

…………………14㎏
……………………2㎏

…………………………………0～0.5㎏

●シルビアUVカットフッ素クリヤー  A液
●　　　　〃　　　　　〃　　　　　B液
●NT塗料用シンナーA

6時間以内
●刷毛
●ローラー
●スプレー※

0.11～0.13
養生

24時間以上

…………14㎏
…………2㎏

…………………………………0～0.5㎏

●シルビアUVカットフッ素クリヤー3分艶  A液
●　　　　　　〃　 　　　　〃　  　　　 B液
●NT塗料用シンナーA

※シルビアUVカットフッ素クリヤーの希釈は、スプレーの場合0～1㎏としてください。

●表面のゴミ、ホコリ、コケ、チョーキングなどは、15MPa程度の高圧水洗浄や水拭きなどで、ムラなく均一に洗浄してください。
●下地補修工事が必要な場合は、塗装工事前に行ってください。特にエポキシ樹脂系注入材を用いる場合は注入材の汚れが変色
の要因となるため、溶剤などを用い完全に除去してください。

●エフロレッセンスはワイヤーブラシ、スクレーパーなどで削り落とし除去してください。
●洗浄後は充分に乾燥させてください。

白亜化等級1　施工可能

白亜化等級2　施工可能

白亜化等級3　施工不可

※

※

※

※



住まいを守る、確かな性能。

フッ素樹脂と高性能紫外線吸収剤のW効果で高耐久性を発揮。
光沢保持率

塗料樹脂の中でも耐候性が高い
フッ素樹脂と高性能紫外線吸収
剤を併用することで、高耐久性
を実現しました。経年による劣
化（光沢低下）を抑制し、塗装初
期の光沢を長期的に維持します。

耐候性
UVカット率
長期にわたり紫外線をクリヤー層で吸収（カット）。

航空機塗料にも使用される高性
能紫外線吸収剤により、長期的
かつ高効率に紫外線をカットし
ます。高意匠性サイディングボー
ドの塗膜まで到達する紫外線を
極少量とすることで塗膜へのダ
メージを軽微にし、サイディング
ボードの色あせを抑制します。

●キセノンウェザーメーターによる促進耐候性比較（光沢保持率）

●スーパーUVによる促進耐候性比較（UVカット率）

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000 4500 5000
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

120

試験時間（hrs）

光
沢
保
持
率（
%
）

初期 100 200 300 400 500 600 700 800
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

試験時間（hrs）

U
V
カ
ッ
ト
率（
%
）

シルビアUVカットフッ素クリヤー

市販品A社
UVカットクリヤー製品

市販品B社
UVカットクリヤー製品

シルビアUVカットフッ素クリヤー

市販品B社UVカットクリヤー製品

市販品A社UVカットクリヤー製品



低汚染性
汚れが付着しにくく、雨で汚れが流れます。

劣化した微細な表面凹凸を平滑に修復。
塗膜表面技術や塗膜緻密性などの複合技術により、汚れの付着
を低減し、雨による洗浄作用により低汚染性を発揮します。

防かび・防藻
かびや藻の発生を抑制し、
美観を維持します。

優れた防かび・防藻性をもつ薬剤を配合。
かびや藻の発生を抑制します。

UV吸収性能・UVカット
紫外線をクリヤー層で吸収し、ボードの塗膜にまで届かせません。

紫外線が皮膚に悪影響を及ぼすのと同
じように、高意匠性サイディングボード
の塗膜を破壊します。航空機用塗料に
も使用される高性能紫外線吸収剤が紫
外線を97.5%以上カット（紫外線領域
で透過率が0に近い）。

汚れの下に雨水が入り込み、汚れがそのまま流れます。
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かび菌や藻をバリアし、発生しにくくします。
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ド

シルビアUVカット
フッ素クリヤー
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汎用クリヤー塗料

塗膜

シルビアUVカット
フッ素クリヤー

高性能
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●シルビアUVカットフッ素クリヤーの紫外線カット機能
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■代理店

●火気のあるところでは、絶対に使用しないでください。
●万一、火災が発生した場合は炭酸ガス、泡またはABC粉末消
火器を用いてください。水は使用しないでください。

●施工中、乾燥中ともに換気を充分に行い、ミストや蒸気を吸い
込まないようにしてください。

●取り扱い中はできるだけ皮膚に触れないようにし、必要に応じ
て有機ガス用防毒マスク、手袋および前掛けなどの保護具を
着用してください。

●取り扱い作業中、容器からこぼれないように注意してください。
こぼれた場合は直ちに布やウエスで拭き取るか、砂などを散
布したのち処理してください。

●塗料の付着した布やウエスなどは自然発火や引火の危険性が
あるため、廃棄するまで水につけておいてください。
●容器はつり上げないでください。止むを得ずつり上げるとき
には、適切なつり具で垂直に持ち上げ、落下に充分注意してく

ださい（偏荷重になると取っ手が外れ、落下する危険性があ
ります）。

●目に入った場合は直ちに多量の水で少なくとも5分以上洗い、
すみやかに医師の診察を受けてください。
●誤って口に入った場合は、口を水でよくすすぎすみやかに医師
の手当てを受けてください。飲み込んだ場合は直ちに医師の
診察を受けてください。

●材料が皮膚に付着した場合は、多量の水で洗い流したのち中
性石鹸と水で充分に洗ってください。痛みや腫れなど外観変
化があるときは医師の診察を受けてください。作業着などに
付着した場合はすみやかに着替えを行ってください。

●皮膚障害、呼吸障害がみられる場合は、医師の診断を受けてく
ださい。
●蒸気やガスを吸い込んで気分が悪くなった場合は空気の清浄
な場所で安静にし、必要に応じ医師の診察を受けてください。

「シルビアUVカットフッ素クリヤー」の安全衛生上の注意事項

あります。補修の際は希釈率、および補修方法などの塗装条件
を同一にしてください。
●材料調合後は、可使時間内(6時間以内、23℃)に使い切るよう
にしてください。なお、塗料の温度は保管場所により大きく影
響を受けますのでご注意ください。

●低汚染機能を発揮するためには、使用量の確保が重要です。特
に凹部に塗り残しがないよう、注意してください。
●3分艶仕上げの場合、下塗りは本製品の「艶あり」を使用してく
ださい。
●「3分艶」を使用の際、吸い込みが著しい場合には、乾燥後吸い
込みムラによる目地部の白化（艶消し剤のたまり）を生じること
があります。このため、1回目の塗装時、表面に塗膜が残らない
ような場合は「艶あり」を増し塗り、もしくは2回塗りをして吸い
込みを止めてから「3分艶」を塗装してください。下塗りには必
ず艶ありを便用してください。「3分艶」を下塗りに用いますと
前述の目地部白化が生じやすくなります。

●「3分艶」は、使用中にも塗料液が分離しやすい場合があります
ので、適宜攪拌しながらご使用ください。

●「3分艶」では、刷毛、ローラーでの塗装はムラが出やすくなりま
すので、スプレー塗装をおすすめいたします。
●「3分艶」では、塗り継ぎや補修で艶ムラが出やすいので、面を
切って通しで塗装してください。

●本製品に使用したローラー、刷毛などをほかの塗料の塗装に
使用すると、はじきなどが発生するおそれがありますので、充
分に洗浄するか、本製品専用でご使用ください。

●塗料には、湿気と反応する成分が含まれています。貯蔵の際は
密栓し、冷暗所に保存してください。また開栓後はできるだけ
早めにご使用ください。水、アルコール系溶剤（例として、エポキ
シシンナーやラッカーシンナーなど）の混入は絶対に避けてく
ださい。
●施工部位により、低汚染性が充分に発揮されないケースがあり
ます。特に、傾斜壁の下端部、笠木など、水切りのない部位、窓廻
りで水切りが不充分な場合、雨がかからない部位は、注意が必
要です。

●低汚染機能は乾燥後の塗膜で発揮されるため、乾燥過程で降
雨が予想される場合は、シート養生を行うなどして、塗膜表面
に雨が当たらないよう、所定の乾燥時間を厳守してください。
●低汚染性については、被塗物の種類や塗装仕上げの形状、建
物の形状や部位、施工後塗膜が充分に乾燥する前、および乾燥
して初期の段階で天候不良など、環境条件の影響で効果が充
分に発揮されない場合があります。

●鉄サビ・シーリング材などが原因の汚染物質に対しては低汚染
機能が充分に発揮されません。

●目地部が深く、ローラーなどで入りきらない場合は、目地刷毛
などで塗装してください。
●目地部の塗料たまりや被塗面にダレを生じた際は、目地刷毛、
ローラーなどでムラ切りし、除去してください。
●硬化が不充分な場合は、シンナーで再溶解する場合がありま
す。
●可塑剤が多く含まれる建材（塩ビ鋼板、ラッピングシート、プラ
スチック、ゴム類、合成皮革、クロスなど）などへの施工は避け
てください。可塑剤が表面に移行し、塗膜にべたつきが発生し
ます。また、ゴムやプラスチックなど可塑剤を含む部位に直接
触れると軟化や剥離を生じることがありますので、そのような
場所への塗装は避けてください。

●溶剤系塗料のため、外部での塗装においても、換気口・空気取
入口などに養生を行い、溶剤蒸気が室内に入らないように注
意してください。

●光触媒や強い撥水性処理もしくは強い親水性処理、無機系塗
料が施されたサイディングボードには適用できないためご注意
ください。
●サイディングボードの種類が不明な場合は、試し塗りを行った
後に仕様を決定してください。

●クリヤー仕上げは下地の状態をそのまま反映してしまうため、
下地の劣化が著しい場合はおすすめできません。微細なひび
割れなどの発生がなく、かつ築後10年以内であることを目安
にしてください。
●経年劣化したサイディングボード面への塗装は、表層内劣化部
から剥離するおそれがあります。試験施工を行って付着性を確
認してください。

●塗装後は濡れ肌になるため、施工後、施工前と比較して、全体
的に色が濃くなる仕上りになりますのでご了承ください。特に
劣化が著しい場合は色調の復元にばらつきがあります。不安
な場合は試験施工を実施して仕上りをご確認ください。
●素地の種類によって塗膜不良が起きることがあります。あらか
じめ適切な処理を行い、試し塗りを行った後に仕様を決定して
ください。
●シルビアUVカットフッ素クリヤー（以降、本製品）は、下地の状
態をそのまま反映します。高圧水洗機、水拭きにより除去でき
ないエフロレッセンス、チョーキング部分、ゴミ、ほこり、泥、油
分などの汚れがある場合は、施工を避けてください。エナメル
（着色）塗装をおすすめいたします。
●既存塗膜に発生した藻・かびは、洗浄などで必ず除去し、清浄
な面としてください。付着不良をおこすおそれがあります。
●被塗面の洗浄やエフロレッセンスの除去に酸性洗浄剤やアル
カリ性洗浄剤などの薬剤を用いる場合、薬剤洗浄前に被塗面
に充分に水を含ませてください。薬剤が壁面に残存したまま本
製品を塗装しますと経時での塗膜の縮み、白化、剥離を起こす
おそれがあります。そのため、薬剤洗浄後の水洗工程は、高圧
水洗機もしくはブラシなどを用いて入念に行ってください。

●洗浄はムラなく均一に行ってください。極端にきれいな部分が
あれば、仕上げ後のムラに繋がりますので、ご注意ください。
●エポキシ樹脂系注入剤やその他のエポキシ樹脂系補修剤な
どで補修した箇所は、はみ出した材料を除去してください。経
時での変色や塗膜の浮き、剥離の原因となります。
●塗膜のフクレ、剥離、白化、シミの発生につながる場合がありま
すので、換気が充分でなく絶えず結露が発するような場所、用
途での使用は避けてください。

●気温5℃以下、湿度85％以上での施工は原則避けてください。
施工が要求される場合は、採暖および採暖のための養生によ
り、雰囲気温度、被塗面温度5℃以上にしてください。冬期にお
いては、施工条件が特に厳しくなるため、事前に関係者と充分
な打ち合わせを行ってください。
●塗装間隔（乾燥時間）は塗装現場の温度、湿度、風通し、素地の
状態などにより多少変わります。

●屋外の塗装で降雨、降雪のおそれがある場合、および強風時は
塗装を避けてください。

●飛散防止のため必ず養生を行ってください。
●高圧水洗機や水拭きを行ったのち、水滴跡が残らないよう乾
拭きを行ってください。水滴跡もそのまま反映されます。

●水洗後、晴天下で必ず1日以上乾燥させてください。乾燥が不
充分な場合、クリヤー仕上げのため残った水分の影響による
外観上の不具合が目立ちやすくなるおそれがあります。

●塗膜の乾燥過程や最終養生の時間内に水分の影響を受けた
場合（高湿度、結露、降雨など）、塗膜のフクレ、白化、シミの発生
につながるおそれがあります。水分の影響を受けるおそれが
ある場合は、塗装を避けるか、強制換気などで表面の水分を除

「シルビアUVカットフッ素クリヤー」施工上の注意事項
去してください。

●3分艶は被塗物の形状、素地の状態、膜厚、色相、塗り重ね乾燥
時間などにより、実際の艶と若干異なって見える場合がありま
すので、事前に試し塗りをして確認してください。
●コーナーエッジやジョイント部で塗膜がはがれている場合は、
シルビアNADウレタンNで補修した後にクリヤーを塗装して
ください。
●釘頭が出ている場合はエポラ#1プライマーNにシルビアNAD
ウレタンNなどを施工した後クリヤーをかけてください。サビ
止め塗装した上にクリヤーをかけることは絶対にしないでくだ
さい。
●シーリング材の上に本製品を直接塗装した場合、塗膜の密着
不良やひび割れの原因となることがあります。シーリング材は
原則として、後打ちにて施工してください。シーリング材の種類、
劣化度により付着不良が発生したり、表面が汚れたりしてくる
ことがあります。試し塗りを行った後に仕様を決めてください。
●シーリング面はマスキングテープなどで養生を行い、塗装は避
けてください。シーリング面への塗装は塗膜の汚染、剥離、収縮
割れなどの不具合を起こすことがあります。

●シーリング材可塑剤ブリード防止プライマーの上への直接施
工はしないでください。剥離や塗膜黄変の原因となります。

●防藻・防かび処理剤を使用すると黄変することがありますので
使用しないでください。

●所定のシンナー以外を使用したり、薄めすぎたりすると艶引け
やダレ、かぶり不良などを起こす原因になりますので、必ず所
定のシンナーおよび希釈量を守ってください。希釈率は、試験
塗りなどにより決定し、それ以降は同一の希釈率にて使用して
ください。なお、希釈率は施工時の気温により変化することが
ありますのでご了承ください。
●本製品は使用前に内容物が均一になるように攪拌し、計量器
を用いて、A液とB液を指定の比率で計量・調合し、電動攪拌機
で充分に攪拌混合してご使用ください。特に「3分艶」では、艶
消し剤が沈降している場合がありますので、攪拌機を用いて缶
底の沈降物を充分に攪拌してご使用ください。また、A液とB液
の調合比率が不適切であったり、他の材料と混合したり、B液
を投入しなかった場合は、仕上りや作業性が低下したり低汚染
機能が発揮されませんので、必ず厳守してください。

●塗装面を部分補修する際にも上記と同様な作業を行ってくだ
さい。B液の入れ忘れにご注意ください。
●補修塗りの際、仕上り肌の違いにより、若干の色相差を生じる
場合がありますので、部分的に仕上りを確認した上で希釈量な
どを決定してください。
●使用量は被塗物の形状、素地の状態、塗装方法、気象条件、希
釈量などの各種条件により、多少の幅を生じます。

●各工程の塗装間隔や使用量、希釈量を守らなかった場合は施
工不良や塗膜性能不良となることがあります。また、各工程に
おいて当社指定以外の材料を使用した場合は充分な性能が得
られないことがあります。
●塗り重ね時間は環境（温度、湿度、換気、風通し）や膜厚によって
変わります。低温または高湿度時には、乾燥が遅くなりますの
でご注意ください。
●上塗り材の施工後、塗膜が乾燥するまでの時間内に降雨など
により塗膜表面に水分がかかった状態となりますと、白化や低
汚染機能が発揮されない堤合があります。

●使用量は標準的な塗装を行う際のもので、塗装時のロスは考
慮しておりません。気温、天候状態、膜厚、素地の状態や塗装器
具の種類、形状などにより多少異なります。

●上塗り材はムラなく均一に塗付してください。
●大面積の塗装や汚れ、傷などにより補修塗りが必要な場合が

●保管は必ずフタをして、直射日光を避け、雨や雪などにより水
に濡れない、室温5℃以下、40℃以上にならない換気の良い
子供の手の届かないところに保管してください。

●本製品にはシンナーなど揮発性化学物質を使用しています。
化学物質過敏症ならびにアレルギー体質の方が接する事のな
いようにご配慮願います。
●中身を使いきってから廃棄してください。また、廃液・汚泥など
は関係法規に基づき、自社で適正に処理するか、産業廃棄物処
理業者に委託して処理してください。

●本製品は環境に配慮した材料を用いていますが、ご使用いた
だいたすべての人の健康状態を保証するものではありません。

●本製品の取り扱い、保管については、消防法や労働安全衛生法
など各種法令を遵守してください。

●詳細は警告ラベル、または安全データシート（SDS）をご参照
ください。
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	シルビアUVカットフッ素クリヤーPDF用_7
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